
20. T h e  same of Erosaria labrolineata ( G AS-
KOIN) ナtノジダカラ( 高知県柏島)

ノ
21. T h e  same of Erosaria erosa (LINNE) 
ヨモy ダカラ( 高知県柏島)

22. T h e  S a m e  of Erosaria poraria (LINNE) 
アヤメダカラ( 高知県柏島)

23. T h e  same of Erosaria magistra 
( M乱 VILL) ハヅユキダカラ( 高知県柏島〕

24. T h e  same of Monetaria annulus (LINNE) 
forma harmandiana ( R O C H E B R O N E ) ハナピ
ラダカラ( 高知県柏島)

25. T h e  same of Monetaria moneta rhombo-
ides S C H I L D E R  キイロダカラ ( 高知県柏島)
26. T h e  same of Frronea (Adusta) hirasei 
( R O B E R T S ) オトメダカラ( 土佐沖 130fms.)

27. T h e  same of Erronea (Adusta) langfordi 
K U R O D A  ニツポシダカラ ( 土佐狩130 fms.) 

28. T h e  same of Errarea (Gratiadusta) 
hungerfordi ( S O W E R B Y ) ヒメハラダカラ( 和
歌山県産〕
29. T h e  same of Erronea (Adusta) onyx 

/  

(LINNE) クチグロキヌタ( 和歌山県名目: 村沖)
30. T h e  same of Talostolida teres (GMELIN) 
エダカラ( 高知県柏島)

31. T h e  same of Evenaria (Palmadusta) cla-
r  

ndestina (LINNE) f. moniliaris ( L A M A R C K )  
カミスジダカラ( 高知県柏島)
32. T h e  same of Evenaria artuffeli (JO U S S -
A E U M E ) テヤイロキヌタ( 高知県柏島)
33. T h e  same of Evenaria (Cupinota) japoni-
ca (SCHILDER) メダカラガイ ( 高知県柏島)
34. T h e  same of Errorea (Adusta) terama-
chii ( K U R O D A )  テラマチダカラ ( 土佐沖
150 fms.) 

井上三義先生の死をいたむ

本会会員で、兵庫生物学者氷上支部の仕事を一手にひ
きうけて、いろいろな世話をして戴いておりました柏原
高校教諭井上三義氏、お疲れから去る 4月15日急逝され
ました。先生は県立柏原中学・御影師範卒業後、郷里の
小学校に勤務のかたわら、文検に合格され、加古川高女
・柏原高女・引きつづき柏原高校にながく勤務され、生
物科主任として熱心に指導されました。御熱心な植物採
集行は30余年に及び、郡内は勿論県下、さらに近畿地方
にひろがり、最近では柏高理科教官数氏とともに北海道
. アルプス・紀州・屋久島まで足をのばしておられまし
た。御採集品の整理は完べきで、自宅に美事に標本とさ
れ、早くから京大植物学教室の先生方に指導をうけてお
られたようです。
先生が、との20年間最も努力されて来たものは、兵庫
県植物目録の完成で、すでに昭和16年頃から志をたて、
多数の文献を整理され、自らの採集、研究を加え分布を
詳説せんと、美事なノートを作られて参りました。戦時
中一時中断されておられましたが、かなり落付いた昭和
23年頃から再びピッナをあげて努力され、文部省の科学
奨励金の交付などもうけられて目録出版にいろいろ考え
られたようであります。広い県下の、しかも分布を詳説
せんとの目録だけに大部のものとなるので、分間として

次のような目録として出版されております。
昭和28年2月 分布詳説兵庫県植物目録羊歯植物

篇謄写印刷 17ページ
昭和28年 4月 分布詳説兵庫県植物目録裸子植物

篇柏高生物班誌 N A T U R A 9号5-10ページ
昭和28年10月 分布略説兵庫県植物目録和名篇

騰写印刷 58ページ
これらに就いては、兵庫生物 V ol. 2  No. 4 - 5  (1955 
・E 発行) に紹介されてあります。あまりにも大冊とな
るので、一先ず中間予報的に出されたもので、その後も
筆を加え、朱を入れて着々と美事に整理、記録されてお
りました。一生の仕事として、しかも楽しみながら努力
されて来ました途上、今回の御不幸となったわけで、先
生として一番残念に思われたこととお察し申しておりま
す。敗戦後は野鳥の研究、観察にも興味を持たれ、当地
方採集会で朝に、タに、また森林の小路で先生から興味
ある野鳥の話や鳴声について教示をうけたものでした。
氷上郡下の科学教育、さらに県生物学会で、問先生を
失うこと誠に痛痕のきわみであります。ここに謹んで御
報告申し上げますとともに、問先生の御めい福を心から
お祈りする次第であります。( 氷上支部松山確郎)
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